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盛岡市遺跡の学び館



言卜 報

当市遺跡ネットワーク整備委員会委員の福島大学名誉教授

工藤雅樹先生が平成22年1月29日ご逝去なされました。

先生は盛岡市ご出身で、市内の史跡・遺跡についての

調査指導をはじめ、文化財はもとより、アイヌ語地名など、

幅広く歴史・文化全般にわたって御指導を頂きました。

平成11年の委員就任以降、国指定史跡志波城跡をはじめ、

市内の史跡・遺跡の保護・活用について、また平成13年

度の遺跡の学び館建設準備段階、そして開館以降も館の

企画・運営、特に普及活用事業について多大なる御指導・

御助言を賜りました。

当市の文化財保護に対する工藤先生のご貢献に感謝し、

謹んでご冥福を祈り、深く哀悼の意を捧げます。

在りし日の工藤先生
(2004.10.23 :当館特別講演会)



はじめに

盛岡市は南部盛岡藩の城下町として、また岩手県の県都として、多くの先人が築いた礎の

もと、今日まで発展してきました。当市の目指すまちづくりは「人々が集まり、人にやさしい・

世界に通ずる元気なまち盛岡」をスローガンとし、また教育施策の基本理念の教育ビジョン

では、「ふるさとの文化の継承・創造・発信」を施策の柱としています。

そのような自然景観や歴史文化が維持され、「杜と水の都Jとして知られる盛岡市は、岩手
山や姫神山などの秀峰を望み、北上川をはじめ、市内をいくつもの清流が悠々と流れ、当館

も雫石川南岸に広がる緑豊かな市中央公園の一角に位置しております。広大な公園内には岩

手県立美術館・盛岡市先人記念館・盛岡市子ども科学館の博物館・美術館施設も設置され、

近隣する原敬記念館を加え、周辺は美術・人物・科学・歴史とジャンルの異なる 5施設が集

中する名実ともに文化の継承・創造・発信のミュージアムゾーンとなっております。

当館は平成16年度に埋蔵文化財の調査・整理・収蔵を行なう埋蔵文化財センタ一機能と、

出土品の展示や遺跡についての体験学習などが行なえる博物館機能を兼ね備えた施設として

設置されました。

毎年、発掘調査は市内各所で実施され、 20年度は約30カ所の遺跡で調査が行なわれました。

特に大規模区画整理事業として平成 4年度から実施されている盛南開発事業関連調査では、

本宮・向中野地区の 6遺跡12地点を対象に行なわれ、また民間開発・市公共事業及び個人住

宅建築など、さまざまな要因による発掘調査(本調査・試掘調査)を含めると、平成20年度

の調査面積は46，000rrr以上にも及ぴます。その調査成果は逐次、正式な報告書として刊行し

ますが、本書では速報として概要を紹介いたします。

また調査成果の公開・活用を行う学芸事業では、全県下を挙げて取り組んでいる平泉の世

界文化遺産の関連テーマとして、「岩手・斯波の平泉文化」と題して企画展を開催いたしまし

た。現在の盛岡市は当時の岩手郡・斯波郡に位置し、岩手郡の厨川の地に安倍氏の拠点が置

かれ、斯波郡には奥州藤原一門の樋爪氏が居住し、北から平泉を支えていたことが明らかと

なってきております。近年その平泉との関連を示す居館群や村落跡、経塚など多ぐの遺跡や

遺物が発見され、この地も平泉文化が色濃く浸透した地域であったことが判明しており、そ

の最近の発掘調査成果資料を中心とした展示会を開催し、好評を博しました。

企画展のほかに、体験学習事業など多様な事業を展開し、おかげさまをもちまして20年度

の総利用者総数は開館以来過去最高を記録いたしました。

これからも市民をはじめ、多くの皆様をお迎えできるよう、内容の充実を図りまして職員

一同励んでいきたいと存じます。今後とも関係各位のご理解とご支援を賜りますようお願い

申し上げます。

平成22年3月

盛岡市遺跡の学び館

館長武藤英富
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l 本書は、盛岡市遺跡の学び館の平成20年度館報である。

2 本書の編集執筆は、当館職員が協議して行った。

3 IV-3の埋蔵文化財発掘調査の記載内容は、平成初年度に当館が行った発掘調査の概略で、一部

の遺跡については報告書刊行済みであるが、 大半は今後別途刊行予定である。

4 IV-3の埋蔵文化財発掘調査の記載についての例言は以下のとおりである。

( 1 )遺構の平面位置は平面直角座標X系を座標変換した調査座標で表示した。なお、座標は日本

測地系を使用している。調査座標軸は第X系に準じる。座標原点は以下のとおりである。

・田貝遺跡 X =-35，000.000 Y =+23，700.000 (志波城跡の座標原点を使用)

( 2 )高さは標高値をそのまま使用している。

( 3 )土層図は堆積の仕方を重視し、線の太さを使い分けた。土層注記などは本文でふれる以外は

割愛した。層相の観察にあたっては、『新版標準土色帖.1 (1994小山正忠・竹原秀雄)を参考

にした。

( 4 )遺構記号は竪穴住居跡 :RA、建物跡 :RB、柱列跡 :RC、土坑 :RD、竪穴 :RE、焼

土遺構 :RF、溝跡 :RG、配石・集石遺構 :RH、古墳など :RXとした。

但し、志波城跡の関連遺構である新堰端遺跡の溝跡については城柵・城館の遺構記号に従い、

I S DJとした。

( 5 )本書に使用した地図は、「盛岡広域都市計画図 1: 10，000J、「盛岡市遺跡地図2008年版」

ほかを縮小して使用。各遺跡の位置図のスケールは任意で、およそ1: 15 ，000~ 1 : 20，000 

である。

( 6 )発掘調査にともなう記録や出土遺物は、当館で保管している。
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I 沿革

1 (仮称)盛岡市文化財センター建設事業

平成12年12月24日未明の「文化財調査室Jの

火災事故以後、防災に強い施設整備に向けて、

平成13年5月よ り(仮称)盛岡市文化財センタ

ー建設構想に係る庁内外との協議(企画調整課・

財政課・管財課・契約検査課・公園緑地課・建

築営繕課 ・地域整備公団)を開始し、総合計画

との関連および予算措置・建設用地等について

の協議をおこなった。各関係機関との協議を経て、

同年 7月に文化庁から埋蔵文化財センター建設

事業(国庫補助)について、平成14年度の事業

実施の方向性を打診。建設用地は市先人記念館・

子ども科学館 ・県立美術館の立地する盛岡市中

央公園地内を候補地とし、 諸機関との調整の上、

同年8月に事業開始となった。

平成13年度は (仮称)盛岡市文化財センター

建築基本設計及び展示構想策定業務委託、ボー

リングによる地質調査を実施。建築基本設計は

指名競争入札により業者を決定したが、展示構

想策定業務についてはプロポーザル(書類審査)

方式で行なうこととし、受託者選定委員会を開

催し、業者を選定した。

平成14年度は建築実施設計 ・展示施設計画策

2 事業経過

定業務委託 ・建築工事・土木工事を実施。 9月

26日から建築工事に着手し、 14年度では全体の

47%が完成した。展示施設計画策定業務委託で

は展示構想に基づき、展示室内における展示手

法・演出方法等について検討し、展示施設製作

に向けての方向性を策定した。

平成15年度は建設事業の最終年度にあたり、

建築工事・展示施設製作 ・簡易リフト設置工事 ・

敷地植栽工事・備品購入を実施した。建築工事

は11月28日に完了し、 12月下旬には津志田地内

にあった 「文化財室J(旧中央卸売市場事務所棟)

から文化財調査資料整理作業の機能を移転し、

当施設において作業を開始した。

展示施設製作は11月まで施工会社での模型や

展示什器、各種演出に係る装置の製作を行い、

11月の施設引渡しを受けて現地での組み立てに

着手。各種グラフイツクパネル等の製作を経て、

翌年の 2月25日に作業を完了。各種備品購入や

機器取り付けも同3月までに完了し、施設名称

を「盛岡市遺跡の学び館」と定め、平成16年6

月l日に開館式典を挙行し、同日開館した。

平成13年度
i(仮称)盛岡市文化財センター建築基本設計」策定、展示構想策定業務、地質

調査

平成14年度 建築実施設計、展示施設計画、建築工事・土木工事

平成15年度
建築工事 ・土木工事 展示施設製作業務委託、盛岡市遺跡の学び館設置条例

制定

平成16年度 盛岡市遺跡の学び館施行規則制定

平成16年6月1日 盛岡市遺跡の学び館開館

平成21年3月末 開館以来利用者数63，253人
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3 事業費等

-建設事業費 677，123千円 (国庫補助210，000千円・県補助105，000千円)

陸空業費 677，775千円

建築設計委託 24，985 

建築工事費 455，490 

土木工事費 43，543 

展示計画策定業務委託 8，820 

展示施設製作業務委託 91，308 

備品購入費 44，700 

その他 6，909 

建築設計 株式会社三衡設計舎

展示施設構想策定 -製作 株式会社丹青社

建築主体工事 株式会社阿部正工務庖

敷地造成工事 有限会社東北農林建設

電気設備工事 新興電機株式会社

給排水設備工事 有限会社門坂工業

機械設備工事 中央水道土木株式会社

地質調査業務委託 旭ボーリング株式会社

敷地植栽工事 株式会社やまいわ

簡易リフト設置工事 三機商事株式会社

E 施設概要

施設の名称と位置
名称、 盛岡市遺跡の学び館 -員h又 旦lE再L 平成16年 3月31日

住所 岩手県盛岡市本宮字荒屋13番地 l 開館 平成16年 6月1日

施設の概要
構造 鉄筋コンクリート造、 一部鉄骨造平屋(一部重層)

敷地面積 問 8.8m I建築面積| 川 9.9ぱ |延床面積 I2，川 72ぱ

展示部門 常設展示室 (450.8m)、企画展示室 (8l.4ぱ)、展示器材室

r二'z.士=ー二・
教育普及部門

研修室 (117.0ぱ)、図書資料室 (47.7ぱ)、図書室 (66.3ぱ)、

名 体験学習室 (70.9m)、研修機材室、学習器材室等

と 保管展示室 (897.3m'1階517.8m'2階379.5m)、

面
収蔵部門

特別収蔵室 (46.5m)、写真収蔵室 (27.2m)、図面収蔵室 (27.2m)

積 調査整理部門 資料整理室 (237.2m')、遺物洗浄室 (37.lm')、写真撮影室 (28.8m')、保存処理室(l4.7m')

管理部門 会議室 (30.8ぱ)、事務室 (157.7ぱ)、荷解室 (24.5m)、休憩室(l2.7m)

一
【収蔵資料】

資料区分 細区分 内 ，宅zそ全・ 点数

調査資料 -土器・土製品・石器 ・石製品・陶磁器・鏡・古銭
キり5，200点

(完形品等) -金属器・木製品・瓦・ 装身具 ・小判・経石等

調査資料
-プラスチックコンテナ収納(土器・石器破片、

大290箱
考古資料

(破片等)
骨角器、自然遺物含む)※大コンテナ503X700X

小15，000箱
397mm、d、コンテナ387X 586 X 142mm 

寄贈・ -奥健夫氏寄贈考古資料 1，740，点

寄託資料 -一本松経塚・安倍館遺跡出土遺物ほか 2点

標本等 模型・レプリカ -模型・レプリカ・土壌サンプル等

図面 -図面 (原図・第2原図・遺物実測図等) 約3，000枚

調査記録資料
-写真(モノクロ・カラーネガ :35mm、6x 7、4x 5) 約130，000コマ

写真 -カラースライド (35mm、6X 7) 約44，000コマ

-デジタル画像 (700MB:CD . DVD) 約150枚

ワ臼



[業務の内容]

ア 埋蔵文化財の発掘調査

イ 発掘調査資料の整理

ウ 出土品等調査資料の収蔵 ・展示及び活用

エ教育普及活動

[事業費] (平成20年度決算額)

事業名 | 事業費(決算額)

管理運営事業 15，354千円

学芸事業
3，939千円

(うち国補助1，624千円)

盛岡遺跡群発掘調査 I (うち国補助48，，267590千千円円

事業 県補助1，700千円)

埋蔵文化財調査事業 i 1，639千円

盛岡開発地区埋蔵文化| 川 6叩
財発掘調査活用事業 (うち国補助5，300千円)

事業内容

・施設設備の維持管理、遺跡ネットワーク整備委員
会の開催経費等

-企画展、体験学習会、学び館セミナ一、資料管理
システム製作等

-個人住宅建築に係る事前調査及び指定史跡の内容

確認調査等(発掘調査、資料整理及び発掘調査報
告書の刊行)

-公共事業(市道建設、下水道工事等)にともなう
発掘調査

-盛南開発事業に係る発掘調査及び活用事業

保管展示室 2階

2階平面図

1階平面図

展示室(遺跡ライブラリー)

第1図 館内平面図 ・外観 ・内部写真
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血管理運営
1 条例・規則等
|盛岡市遺跡の学び館条例|平成16年3月31日条例第29号

(趣旨)
第1条 この条例は，遺跡の学び館の設置及び管理に関し必要な事項を定める
ものとする。
(設置)
第2条 市民の教育及び文化の向上に資するため，出土した埋蔵文化財を展示
し，及び遺跡について体験的に学習する場を提供する施設として，遺跡の学び
館を次表のとおり設置する。

! 名 称 位置
| 藤岡市遺跡の学び館 盛岡市本宮字荒屋 13番地1
(使用の許可等)
第3条 遺跡の学び館を使用しようとする者は，教育委員会の許可を受けなけ
ればならない。
2 教育委員会は，遺跡の学び館の使用が次の各号のいずれかに該当すると認
めたときは，前項の許可をしないものとする。
(1)公の秩序を乱し，又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。
(2)施設文は設備を汚損し，損傷し，文は亡失するおそれがあるとき。
(3)前2号に掲げるもののほか，遺跡の学び館の管理上適当でないと認めたとき。
3 教育委員会は，遺跡の学び館の管理上必要があると認めたときは，第1項
の許可に条件を付することができる。
第4条 埋蔵文化財に関する資料の撮影，複写等をしようとする者は，教育委
員会の許可を受けなければならない。
2 前条第2項及び第3項の規定は。前項の許可について準用する。
(許可の取消し等)
第5条 教育委員会は，遺跡の学び館の管理上必要があると認めたとき文は第
3条第 1項の許可を受けた者(以下「使用者」という。)若しくは前条第1項
の許可を受けた者(以下「特別利用者Jという。)が次の各号のいずれかに該
当するときは，第3条第l項若しくは前条第l項の許可を取り消し，第3条第
3項(前条第2項において準用する場合を含む。以下同じ。)の条件を変更し，
又は行為の中止若しくは遺跡の学び館からの退去を命ずることができる。
(1)この条例文はこの条例に基づく処分に違反したとき。
(2)偽りその他の不正の手段により第3条第 1項又は前条第 1項の許可を受け
たとき。
(3)第3条第l項又は前条第 l項の許可を受けた後において第3条第2項各号(前
条第2項において準用する場合を含む。)のいずれかに該当するに至ったとき。
(4)第3条第3項の条件に違反したとき。
(禁止行為)
第6条 使用者文は特別利用者は，遺跡の学び館において次に掲げる行為をし
てはならない。
(1)許可を受けないで物品の販売その他の商行為をすること。
(2)許可を受けないで印刷物，ポスター等を掲示し，又は配布すること。
(使用料)
第7条 使用者から別表に定める使用料を徴収する。
2 前項に定めるもののほか，附属の設備を使用する者から規則で定める使用
料を徴収する。
3 使用料は，第3条第1項の許可の際に徴収する。
(使用料の減免)
第8条 市長は，次の各号のいずれかに該当するときは，使用料を減免するこ
とができる。
(1)障害者基本法(昭和45年法律第84号)第2条に規定する障害者 ωl下「障
害者」という。)及び当該障害者の介護を行う者が遺跡の学び館の展示室を使
用するとき，障害者が遺跡の学び館の研修室又は体験学習室を個人で使用する
とき並びに遺跡の学び館を障害者の福祉の増進に資するものと市長が認めたも
のに使用するとき(営利を目的とする場合を除く。)。
(2)市の区域内に住所を有する 65歳以上の者が遺跡の学び館の展示室を使用す
るとき。
(3)前2号に掲げる場合のほか，市長が公益上その他特別の理由があると認め
たとき。
(使用料の不還付)
第9条 既納の使用料は，還付しない。ただし，使用者の責めに帰することが
できない理由により遺跡の学び館を使用できなかったときその他特別の理由が
あると市長が認めたときは，使用料の全部文は一部を還付することができる。
(損害賠償)
第 10条 使用者又は特別利用者は，自己の責めに帰すべき理由により施設，
設備又は展示物を汚損し 7 煩1易し，文は亡失したときは，教育委員会の指示す
るところにより原状に回復し，又は損害を賠償しなければならない。
(職員)
第 11条 遺跡の学び館に館長のほか必要な職員を置く。
(委任)
第 12条 この条例に定めるもののほか，第7条から第9条までについて必要
な事項は市長が，その他遺跡の学び館の管理について必要な事項は教育委員会
が定める。
附貝IJ

l この条例は，教育委員会規則で定める日から施行する。(平成16年教育委
員会規則第7号で平成 16年6月l日から施行)
2 盛岡市都市公園条例(昭和52年条例第 10号)の一部を次のように改正す
る。

[次のよう〕略
別表(第7条関係)
(1)展示室の使用料

区分

般

中学校生徒及び小学校児童

備考

個人使用料
( 1人 1@!I三三三i

200円
100円

団体使用料
(I人1回につき)

160円
80円

l 団体使用料は， 20人以上の団体で責任者のあるものについて適用する。
2 規則で定める日に規則で定める中学校生徒及び小学校児童が5人以上で使
用する場合におけるこの表の適用については. f100円」とあるのは f50円」と，
f80円Jとあるのは f40円Jとする。
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|盛岡市遺跡の学び館管理運営規則|

(趣旨)

平成16年5月31日教育委員会規則第8号
改正 平成 17年3月29日教育委員会規則第4号

第1条 この規則は，遺跡の学び鎗の管理運営の基本的事項に関し必要な事項
を定めるものとする。
(開館時間)
第2条 遺跡の学び館の開館時間は，午前日時から午後5時までとする。ただ
仏教育長が特に必要があると認めたときは，これを変更することができる。
(休館日)
第3条 遺跡の学び館の休館日は，次のとおりとする。ただし，教育長が特に
必要があると認めたときは，臨時に開館し，文はこれら以外の臼に臨時に休館
することができる。
(1) 月曜日(その日 (元日を除く。)が国民の祝日に関する法律(昭和23年法
律第 178号)に規定する休日(以下「休日」という。)に当たるときは.その
日後においてその日に最も近い休日でない日)
(2) 毎月の最終の火曜日(休日を除く。)
(3) 12月29日から翌年の1月3日までの日
一部改正 〔平成 17年教委規則4号〕
(許可の申請)
第4条 盛岡市遺跡の学び館条例(平成16年条例第29号。以下「条例」とい
う。)第3条第1項の許可のうち，遺跡の学び館の展示室の使用の許可を受け
ようとする者は，口頭で許可を求めなければならない。ただし，団体で使用の
許可を受けようとする者は1 盛岡市遺跡の学び館展示室団体入場許可申請書を
教育長に提出しなければならないロ
2 条例第3条第1項の許可のうち，遺跡の学び館の研修室又は体験学習室(以
下 「研修室等」という。)の使用の許可を受けようとする者は，盛岡市遺跡の
学び館研修室等使用許可申請書を教育長に提出しなければならない。
3 前項の申請は，研修室等を使用しようとする日の5目前までにしなければ
ならない。ただし，教育長が遺跡の学び館の管理運営上支障がないと認めたと
きは，この限りでない。
(許可書等の交付)
第5条 教育長は，遺跡の学び館の展示室に係る条例第3条第l項の許可をし
たときは，次の各号に掲げる使用の態様に応じ，当該各号に定める許可書又は
入場券を交付するものとする。
(l)団体使用 盛岡市遺跡の学び館展示室団体入場許可書
(2)個人使用 盛岡市遺跡の学び館展示室入場券
2 教育長は，研修室等に係る条例第3条第1項の許可をしたときは，盛岡市
遺跡の学び館研修室等使用許可書を交付するものとする。
(許可証等の提示)
第6条 条例第3条第 1項の許可を受けた者は，遺跡の学び館を使用しようと
するときは，前条の規定により交付された許可書又は入場券を所定の場所で職
員に提示しなければならない。
(資料の特別利用)
第7条 条例第4条第l項の許可を受けようとする者は，盛岡市遺跡の学び館
資料特別利用許可申請書を教育長に提出しなければならない。
2 教育長は，条例第4条第1項の許可をしたときは，盛岡市遺跡の学び館資
料特別利用許可書を交付するものとする。
(檎員11)

第8条 この規則に定めるもののほか，遺跡の学び館の管理について必要な事
項は，教育長が定める。
附則

この規則は，条例の施行の日(平成16年6月l日)から施行する。
附則(平成17年教委規則第4号)

この規則は，平成 17年4月1日から施行する。

|盛岡市遺跡の学び館の使用料に関する規則|
平成 lb年6月31日教育委員会規則第27号

(趣旨)
第1条 この規則は，盛岡市遺跡の学び館条例(平成 16年条例第29号。以下
「条例」という。)の規定に基づき，遺跡の学び館の使用料に闘し必要な事項を
定めるものとする。
(附属の設備の使用料)
第2条 条例第7条第2項の規則で定める使用料は，別表のとおりとする。
(減免の申請)
第3条 条例第8条の規定による使用料の減免を受けようとする者は，盛岡市
遺跡の学び館使用料減免申請書を市長に提出しなければならない。
2 前項の規定にかかわらず，条例第8条第1号に規定する障害者で次に掲げ
る手帳の交付を受けているもの(その者の保護者が交付を受けているときは，
本人)又は同号に規定する障害者であることを証する書面を有するもの(以下
「手帳被交付者等Jという。)及び当該手帳被交付者等の介護を行う者が遺跡の
学び館の展示室を個人で使用する場合並びに手帳被交付者等が遺跡の学び館の
研修室文は体験学習室を個人で使用する場合の同項の申請書の提出については，
当該手帳被交付者等にあっては当該手帳文は書面の，当該手帳被交付者等の介
護を行う者にあっては当該介護を行う手帳被交付者等に係る当該手帳文は書面

の提示をもってこれに代えることができる。
(1)身体障害者福祉法(昭和24年法律第283号)第 15条第l項の身体障害者
手帳
(2)精神保健及び精神障害者福祉に関する法律(昭和25年法律第 123号)第
45条第1項の精神障害者保健福祉手帳



別表(第2条関係)
(3)戦傷病者特別援護法(昭和38年法律第168号)第4条第l項の戦傷病者手
帳
(4)知的障害者療育手帳交付規則 (H百和49年岩手県規則第 57号)第2条の療
育手帳

3 第 l項の規定にかかわらず，条例第8条第2号に規定する者であることを
証する書面を有する者が遺跡の学び館の展示室を個人で使用する場合の同項の

申請書の提出については， 当該書面の提示をもってこれに代えることができる。

(使用料を減額する日)
第4条 条例別表第l号の表の備考2の規則で定める日は，毎月の第2土曜日
及び第4土曜日とする。

(使用料を減額する児童)
第5条 条例別表第l号の表の備考2の規則で定める中学校生徒及び小学校児
童は，市の区域内に住所を有する中学校生徒及び小学校児童並びに市の区域外

に住所を有する者で市の区域内にある中学校(北陵中学校を含む。)及び小学
校(月が丘小学校を含む。)に就学しているものとする。

附則
この規則は，条例の施行の日(平成 16年6月l日)から施行する。

舞台設備

音響設備

映像設備

実習用設備

その他の

設備

区分

演台(司会用)

演台(講師用)

ス7ージ

音響装置

スピカ

マイクロホン

スライドプロジェクタ (ケ ス付き)

マルチプロジェクタ

ビデオ体型DVDプレイヤー
ァレビ

電気陶芸窯

電動ろくろ

手回しろくろ

グフインダー

電動糸のこ盤

卓上ボール盤

簡易展不パネル

移動用スクリ ン

レーザーポインター

持込機器に係る電気使用

使用料

単位 金額

1台 390円
1台 520円
l台 130円
l式 1.500円

l式 260円
l本 130円
l式 390円
1式 1，300円
l台 390円
1台 260円

1基 2，600円

1台 390円

1台 130円

1台 390円

1台 390円
1台 390円

l式 390円

1台 130円

l台 130円
1j日9')トまでごとに 100円

備考 午前9時から午後5時まで使用する場合の使用料の額は，この表に掲げる
額に 2を乗じて得た額とする。

2 職員体制 館長(兼)武藤英富

館長補佐(兼)佐藤和男

[管理・学芸班] [調査班]

(主査l 非常勤3) (主査3 主任 l 主事 l 非常勤2) 

主査(兼) 杉浦雄治 文化財主査(兼) 室野秀文
文化財調査員(非常勤)吉 田 旦和 文化財主査(兼) 菊地幸裕

学芸調査員(非常勤)相馬容子 文化財主査(兼) 津嶋知弘
文化財調査員(非常勤)佐々木 逸 人 文化財主任(兼) 神原雄一郎

文化財主事(兼) 佐々木亮二

文化財調査員(非常勤) 鈴木賢治

丈化財調査員(非常勤) 浅 沼 のぞみ

N 事業概要
1 管理運営
-盛岡市遺跡ネットワーク整備委員会

盛岡市における中核史跡や重要遺跡の保存活用のため、遺跡整備の基本的方向を定めることを目

的として平成12年に設置、遺跡の学び館の開館を機に、当館の運営に関することについても所掌
することになった。

[期日]平成21年2月20日(金) 14:00~ 15 :30 [会場]当館研修室

[出席者]委員長 嶋千秋(盛岡市文化財保護審議会委員)

委 員 工藤雅樹(福島大学名誉教授) 瀬川君雄((株)東広杜常務取締役)

大橋文四郎(盛岡市小学校長会 岩手大学教育学部附属小学校副校長)

教育委員会 八巻恒雄教育長・

[議事]報

協

武藤英富歴史文化課長兼

遺跡の学び館長

歴史文化課及び当館職員

告 ・遺跡ネットワーク関連整

備について

・平成20年度遺跡の学び館
業務について

議 ・平成21年度遺跡の学び館
事業計画(案)について
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2 学芸事業
今年度、当館主催の学芸事業としては企画展示室においてテーマ展・企画展、調査資料展を開催し

たほか、学び館考古学セミナー(全5回)、市民参加による体験学習会(全5回)、夏休み・冬休み期

間中の個人体験学習会などを開催した。 また発掘調査現地での説明会の実施、学び館特報や普及資料

の発行、さらに出前講座、博物館実習をはじめ、各種実習・研修・行政視察等の受入を行なった。

これら、各種展示普及活用事業及び常設展示室整備・資料管理システム整備には市費のほか、埋蔵

文化財保存整備活用事業(文化庁補助)及び国土交通省まちづくり交付金を活用した。

[展示会]

タイトル等

開催期間

展示構成

概 要

作成資料

タイトル等

開催期間

展示構成

概 要

作成資料

タイトル等

開催期間

展示遺跡

概要

作成資料

テーマ展 「縄文のかたち」
メzE=hz 場 当館企画展示室

来場者数 3，350名

平成20年 7 月 1 日(火)~平成20年 11 月 3 日(月) 展示資料数 152点

縄文中期の深鉢形土器、晩期の注目土器、壷形土器、浅鉢形土器、石器類、遮光器土偶、土製

品、石製品、装身具

縄文時代中期の土器のかたちをテーマに「躍動JI重厚JI勇壮JI華麗」そして 「装いJI機能
美」を追求した。

展示資料一覧

第7回企画展 「岩手・ 斯波の平泉文化」
131 込 場 当館企画展不室

来場者数 1，464名

平成20年 11 月 11 日(火)~平成21年 2 月 1 日(日) 展不資料数 117点

I平泉前史~前九年・後=年合戦~、 H 都市平泉とその文化、 E 岩手・斯波の平泉文化、

W 文治五年奥州合戦と鎌倉幕府の支配

前九年・後三年合戦の後、奥羽の統治者となった藤原清衡は、陸奥の中心地平泉に中尊寺を建立し、浄土

思想に基づく平和国家を目指した。現在の盛岡市は当時の岩手郡・斯波郡に位置し、岩手郡の厨川の地に

安倍氏の拠点が置かれ、斯波郡には奥州藤原一門の樋爪氏が居住し、北から平泉を支えていたことが明ら

かとなっている。近年、その平泉との関連を示す居館群や村落跡、経塚など多くの遺跡や遺物が発見され

ており、この地も平泉文化が色濃く浸透した地域であったことが判明している。今回は最近の発掘調査成

果を中心に紹介し、平泉文化を身近に感じていたくために実施した。

展示図録・ポスター・チラシ・展示資料一覧

第26回埋蔵文化財調査資料展 |会 場|当館企画展示室

「接岡を発掘する一平成20年度調査速報一J 来場者数 1，847名

平成21年 2 月 11 日(水)~平成21年 5 月 17日(日)展示資料数 104点

繋V遺跡(第36次)、大館町遺跡(第81・82次)、山王山遺跡(第12次)、台太郎遺跡(第63次)、
みたけ遺跡(第1次)、志波城跡(第102次)

平成20年度に市内で発掘された遺跡の速報として、出土遺物や写真・解説パネル等で展示公

開した。

展示パンフレット・ポスター・チラシ・展示資料一覧

平成21年

2.Fl 11 厨(水1~5.Fl 17臼 {臼)
合 鴎尽問問01*の学U飽食[!iuヨ示室

テーマ展チラシ 企画展チラシ

#仙沼B議院工学ひ宮室主、:泳三、以......"...._"'，.ぷ-ぷ計三午 a

資料展チラシ
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[講演会] (企画展開連)

開催日 | タイトル・講師

平成20年11月30日(日)I第7回企画展特別講演会 「身近にある平泉の文化遺産」
1 3:30~15:30 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ一所長 相原康二氏

第7回企画展「岩手・斯波の平泉文化」の関連特別講演会として開催した。相原氏には岩手県内から発見され

た12世紀の陶磁器などの遺物を中心に、藤原氏の勢力範囲や絶対平和・平等社会を築いた都市平泉の姿を解り易

く解説していただいた。高校生が聴講するなど、定員を上回る参加者を数え、平泉に対する関心の高さを窺うこ

とができた。

[遺跡の学び館考古学セミナ一]

開催日 タイトル・講師 聴講者

平成20年 5月25日(日) 第 l回 「縄文土器の地域性 縄文時代早期の土器を中心に一」
35人

13 :30~ 15 : 00 当館職員 神原雄一郎文化財主任

平成20年 7月27日(日) 第2回「中世戦国の城館とその社会 城館からみた室町 ・戦国期の岩手郡・ 47人
1 3:30~ 15:00 志和郡 」 当館職員 室野秀文文化財主査

平成20年 9月21日(日) 第3回 「縄文のかたち」
29人

1 3:30~ 15:00 当館職員 相馬容子学芸調査員

平成21年 1月25日(日) 第4回 「経塚の系譜」
43人

13: 30~ 15: 00 当館職員佐々木亮二 文化財主事

平成21年 3月 1日(日)
第5回平成20年度調査成果報告会(市内7遺跡)
当館職員 菊地幸裕文化財主査、神原雄一郎文化財主任、 86人

13:30~15:00 
佐々木亮二 文化財主事

当館職員が調査や研究の成果などを市民に紹介するもので、本年度はこれまでの発掘調査の成果やテーマ展・

企画展に即した内容で解り易く解説した。 5回目は、「第26回埋蔵文化財調査資料展 盛岡を発掘する平成

初年度調査速報」に合わせて、本年度の発掘調査の報告会を開催し、各遺跡の最新成果について担当職員が発表

した。

テーマ展「縄文のかたちJ 企画展「岩手 ・斯波の平泉文化J

第26回埋蔵文化財調査資料展 考古学セミナー
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[体験学習会] (会場は当館体験学習室、ただし第1回の発掘調査体験は大館町遺跡、第5回の調理体験は都南公
民館にて実施)

開催 日 タイトル ・講師 参加者

平成20年 6月15日(日) 第1回「考古学者になってみよう」発掘調査体験(親子)
46人

13:30~15:30 会場:大館町遺跡 対応:当館職員 ・サボーターズクラブ

平成20年 7月日日(日) 第2回「石器をつくるJ(両校生以上)
10人

13:30~15 ・。。 講師 当館職員

平成20年 9月7日(日) 第3回「縄文土器をつくってみようJ(親子)
28人

13:30~16:30 講師 当館職員

平成20年11月2日(日) 第4回「コハクで勾玉をつくってみようJ(親子)
16人

13:30~15:30 講師佐々木和久氏(久慈破泊博物館長)

平成20年12月14日(日) 第5回「古代食をつくってみようJ(親子)
25人

13:30~15 : 30 講師梅津末子先生(料理研究家)

第 1回の発掘調査体験、第3回の縄文土器づくりは定番メニューとして好評であったが、第2回の石器づくり

は高校生以上対象の体験学習として公募し、大人だけの参加者で開催された。高度な技術を要する内容が逆に受

講生には満足度が高く好評であった。第4回の勾玉づくりは、昨年度に続き、久慈暁拍博物館の佐々木館長の琉

E自に関する講話から始まり、好評を博した。

[個人体験学習会]

催事のタイトル 開催期間 体験学習のメ 二L 参加者

平成20年 8 月 5 日(火)~8 月 17 日(日)

夏休み個人体験学習会
: 15日間

312人
①10:00~ ②11:00~ ③13:00~ メニュー.勾玉づくり・拓本づくり・
④14:00~ 土玉彩色(有料)、火おこし(無料)

平成21年 l 月 6 日(火)~ 1月18日(日)
対応:当館職員・サボーターズクラブ

: 12日間 342人冬休み個人体験学習会
①10:00~ ②11:00~ ③13:30~ 
④14:30~ 

夏休みと冬休みの両期間において、学び館サボーターズクラブの支援を得て事前の予約不要で体験学習を行な

ーうことが出来る機会を提供し、期間中、延べ654人の利用があった。

体験学習会「考古学者になってみよう」 体験学習会「コハクで、勾玉をつくってみよう」

体験学習会「古代食をつくってみよう」 夏休み個人体験学習会「火おこし」
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[遺跡の学び館サポータース、クラブ]

当館の体験学習など行事運営を支援・協力するボランティア団体のサポータ

ーズクラブが発足して3年目を迎えた。本年度の会員数は14名となり、当館行

事の体験学習事業への支援を中心に活動していただき、自主活動として会員研

修旅行(研修先 .さとはま縄文の里史跡公園・奥松島縄文村歴史資料館 期日

:平成20年9月27日(土)参加者7人)の開催、サポーターズクラブ通信の発行

などを行った。また 1月8日(木)には谷藤裕明市長が各種市民団体等が活動し

ている場所に直接出かけ、実際に活動を体験する「市長おでかけ トーク」が開

催され、火おこし・勾玉づくりを体験し、また懇談の機会も設けられた。

サボーターズクラブの活動(体験学習支援)

「市長おでかけトーク」

研修旅行

[みつけクラブ]

歴史や考古学に興味のある子どもたちに対して、遺跡や文化財について学び、体験する機会を提供するため、

小・中学生を対象に募集を行い、年間を通じて体験学習プログラムに沿った活動を行なった。本クラブ名の“み

つけ"とは、当館のマスコットキャラクターの愛称で、クラブは平成18年度から募集を開始し、本年度の会員は

3期生となり、小学生10人を対象に活動を行なった。会員にはクラブイベントの「学び館

を探検してみよう!Jをはじめ、当館主催の体験学習会(考古学者になってみよう !縄文

土器をつくってみよう !攻泊で勾玉をつくってみよう!)の先行案内を行ない、優先的に参

加でき、かつ年度内有効の会員証を発行し、展示室使用料が免除となる特典がつくほか、

クラブ独自のイベントも実施した。毎回応募者数が定員を超えるなど、人気が高く、会員

の出席率も良好となっている。

「古代食をつくってみようJに参加した会員

ハU
唱
Eム

みっけ

夏休み研究発表



[もりとぴあねっと]

「もりとひ。あねっとJ(もりおかゆいとぴあミュージアムネットワーク)は盛岡市中央公園・本宮 ・太田地区の

博物館・美術館6施設(岩手県立美術館・盛岡市原敬記念館・盛岡市子ども科学館・盛岡市先人記念館・盛岡市遺

跡の学び館・志波城古代公園)で構成されたネットワークで、平成19年度に設立。施設問の連携により、共同テ

ーマによるイベント ・展示会の開催を行ない、利用者が美術・歴史・科学・先人(人物)などに対し、多角的に

興味関心を持つ機会を提供し、利用促進を図るための企画を展開。平成20年度は「ぐるり大もりとぴあスタンプ

ラリー」の開催、イベント内容を網羅したリーフレットの作成、隔月情報紙 「もりとひ。あねっとだより」の刊行、

関連事業として街づくり集団 「ゆいネット盛南」主催事業への支援、地元sc施設を活用した講座・作品展及び
PR事業などを行なった。

街づくり集団「ゆいネット盛南」の遺跡見学

[学芸関係刊行物]

リーフレット 展示 ・PR活動

a・
千ヰ 名 発行日 部数 販売の有無

第7回企画展図録「岩手・斯波の平泉文化」 平成20年11月11日 200部 600円

第26回埋蔵文化財調査資料展 「盛岡を発掘する 平成20
平成21年 2月11日 2，000部 無料配布

年度調査速報 」解説パンフレット

遺跡の学び館特報 平成21年 3月31日 500部 無料配布

感南地区の遺跡~遺跡から見つかった出土品~ 平成21年 3月30日 2，500部 無料配布

当館実施の発掘調査や展示会の成果を保存記録し、普及資料として広く公表するため、展示会図録、解説パ

ンフレット及び関係機関や学校などに広報する 「特報」などを作成。また 「盛岡南新都市開発整備事業J(盛南

開発)区域内の遺跡の分布や発掘調査成果を紹介するパンフレットを作成し、当該地域の説明会等で活用した。

[研修・実習受入]

開催日 件 名 参加者

平成20年 4月18日(金) 盛岡市教育委員会初任者(教員)研修 10人

平成20年 8月 5日(火) 平成20年度教職経験者10年研修の社会体験研修 1人

平成20年 8 月 19 日(火)~23 日(土)
博物館実習(計5日間)

3人
(盛岡大学2名、岩手大学1名)

平成20年 9 月 9 日(火)~12 日(金)
インターンシップの受入(計4日間)

1人
(日本女子大学l名)

平成20年 11 月 7 日(金)~12 日(水) 市職員異職場体験(盛岡市職員 4日間) 3人

当館では、博物館実習をはじめ、各種研修・実習を積極的に受け入れることとしている。登録博物館としての

みならず、埋蔵文化財センターとしての機能について、実際の発掘現場調査の体験も含め、資料の調査・整理・

保管・展示活用という一連の流れを体験できるメニューを作成している。

司
自
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[講師派遣1
1 出前講座

開催日時 内 ~ 議 師 依頼団体(会場) 参加者

平成20年11月28日(金)
もりおかの遺跡~埋もれた先人たちの

佐々木亮二 大新万年青会
軌跡~ 一雫石川以北地区大館町遺 18人

13:30~15:00 
跡・安倍館遺跡など一

文化財主事 (大新町公民館)

平成21年 1月18日(日) もりおかの遺跡~埋もれた先人たちの 菊地幸裕
小鷹公民館 20人

14:00~ 1 5:30 軌跡~ 一仙北地区一 文化財主査

平成21年 2月15日(日)
もりおかの遺跡~埋もれた先人たちの

佐々木亮二 境自治公民館
軌跡~ 北上川以東・都南地区一 20人

1 4:40~15:30 
「遺跡から見た乙部の歴史について」

文化財主事 (境公民館)

この制度は、盛岡市が市政に対する理解を深め、市民参加のまちづくりを推進するため、それぞれの担当部局

の業務内容を中心に、 職員を講師として無料で派遣するもので、 20年度に当館では3件の依頼を受けて実施した。

当館では市内の各地域に係る遺跡調査の成果を中心とした歴史講話を主体としてメニューを用意しており、地域

の自治会行事のほか、学校・自主研修及び子ども会行事等で当館に来館できない場合など、出前講座として職員

派遣を行なっている。

2 その他講師・指導派遣

開催日時 内 廿~ 講師 依頼団体(会場) 参加者

平成20年 6月7日(土) 「盛南歴史ウオークJ文化財遺跡見学 佐藤和男 街づくり集団
15人

9:30~ 12:00 解説 館長補佐 「ゆいネッ ト盛南」

佐藤和男

平成20年 8月6日(水) 盛岡市教育研究所第1回公開講座 館長補佐
盛岡市教育研究所 12人

9:45~12:30 「遺跡・文化財講座」 室野秀文
文化財主査

平成20年 8月14日(木) 国史跡坂戸城跡城主館跡石垣試掘調 室野秀文 新潟県南魚沼市
~ 1 5 日(金) 査指導 文化財主査 教育委員会

平成20年 8月27日(水) 「南部氏ゆかりの場所を訪ねる一盛岡 室野秀文 三戸町品齢者学級
60人

14:00~14:45 城跡公園での南部氏に関する解説一」 文化財主査 美子教室

平成20年 8月30日(土) 「わくわくチャレンジふれあいの日J 佐々木先二 盛岡市立手代森 65人
8:40~14:30 校舎外活動 トレジャーハンタ一講師 文化財主事 小学校

平成20年11月3日(月) 講演会「石器を作る」及び石器製作 神原雄一郎 宮古市教育委会 15人
8:45~ 11 :45 の実演・石器づくり指導 文化財主任 (宮古市崎山貝塚)

平成20年11月21日(金) 盛岡の歴史を語る会「歴史講座一最 佐々木亮二
盛岡の歴史を語る

13 : 30~ 15 :30 近の発掘調査成果について一」 文化財主事
会(盛岡市総合福 80人
祉センター)

平成20年12月26日(水) 盛岡市教育研究所第2回公開講座 佐勝和男
盛岡市教育研究所 12人

10 : 00~12 ・ 30 「遺跡 ・文化財講座」 館長補佐

平成21年 2月14日(土)
平成初年度町民総合大学文化遺産講

室野秀文
金ヶ崎町教育委員

座ー鳥海柵と世界遺産・平泉文化一⑥ 会(金ヶ崎町中央 約150人
10:30~17 : 00 

「第六目安倍氏の柵シンポジウム」
文化財主査

生渡教育センター)

[研修派遣]

期 間 内 甘~ 派遣職員 主催 ・会場

平成21年 1月14日(水) 埋蔵文化財担当者専門研修 浅沼のぞみ 独立行政法人国立文化財
~23 日(金) 「報告書作成課程J 文化財調査員 機構奈良文化財研究所

平成21年 2月4日(水)
相馬容子・

財団法人岩手県文化振興
~8 日(金)

平成初年度文化財等取扱講習会 佐々木逸人
事業団岩手県立博物館

学芸調査員

[関連業務会議等出席]

期 間 | 内 容 |派遣職員

平成20年 8月21日(木)I平成20年度岩手県博物館等連絡協議会総|佐藤和男
~22日(金)会・研修会 |館長補佐

会場

御所野縄文博物館
(一戸町)
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[寄贈友び購入図書]

寄贈・購入冊数
形態 分野 内 n全~ 計

平成20年度以前 平成20年度

発掘調査報告書 11，440 791 12，231 

考古学 概説書など 148 3 151 

歴史学 日本史 ・郷土史など 69 24 93 

民俗学 民具 ・民俗芸能など 3 l 4 
般
美術工芸 絵画・彫刻・建造物など 25 5 30 

図
自然科学 動植物など 1 。 l 

書
文化財保護 一般文化財 ・保存計画・保存処理・復元など 7 13 20 

そ の他 辞典・事典など 6 。 6 

資料集 図録・解説書 ・パンフレット・レジュメなど 979 67 1，046 

ゴp、二 集 3冊以上 343 37 380 

論 集 論文集など 33 。 33 

通 史 市町村史 236 。 236 

逐次刊行物 雑誌・年報・館報 ・紀要・研究報告など 2，737 156 2，893 

言十 16，027 1，097 17，124 
」 ー

埋蔵文化財センターとして、全国各地の遺跡発掘調査報告書および歴史関連書籍や論文集、 一般刊行物、各種

パンフレットなどを主体に収集し、公開も行なっている。これらの蔵書は図書室の開架棚で来館者が自由に閲覧

できるものと、図書資料室に収蔵のうえ、受付に申し込んで閲覧できる図書に区分している。

[収蔵資料管理システム]

当館内に展示・収蔵されている出土遺物 ・記録類について、その情報の管理を一元化し、検索・集計・編集 ・

出力等の業務支援システムを構築し、 17年度から国庫補助事業(埋蔵文化財保存活用整備事業)を活用して進め

ている。本年度は全体計画の4年目にあたり、調査成果の入力作業を継続し、データの逐次更新を行なった。

[常設展示室の更新・整備】

サイトステーション内のタイムスケールパー(年表)表示において、旧玉山村(現盛岡市玉山区)及び県内の

市町村合併により、遺跡の所在市町村名の変更が生じ、また時代区分の変更、県内主要遺跡名の追加のため、パ

ネル表示張替えを行なった。

[現地説明会]

開催日時 遺 跡 名 (所在地)

平成20年11月29日(士) I繋V遺跡第36次調査現地説明会(繋字舘市地内)
13:30~14 : 30 

前年度から継続調査を実施してきた学校改築工事に伴う緊急発掘調査の2ヵ年目で、遺跡の概要が明らかにな
ったことから、現地での説明会を開催した。遺構は縄文時代中期の竪穴住居跡13棟、土坑51基及び竪穴住居跡

の床下から 「伏聾」と呼ばれる土器を逆さに埋めた特殊な遺構が5基確認された。国指定重要文化財を出土した
遺跡として市民の関心度も高く、 70名の見学者が訪れた。

[埋蔵文化財調査報告書の刊行]

件 名 発行日

「みたけ遺跡一宅地造成に伴う緊急発掘調査報告書一」 平成20年12月26日

「川目A遺跡 国道106号線改良に伴う市道建設関連発掘調査報告書 JI平成21年 3月31日

販売の有無

公的機関に配布

1，100円
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3 埋蔵文化財発掘調査

平成20年度に市教育委員会が実施した発掘調査は試掘調査19件、本調査20件で、遺跡の学び館で

は33件の調査(試掘調査 ・本調査 :表2参照)を担当した。内訳は史跡の学術調査2件、大規模区画

整理事業関連調査が12件、市道建設・下水道及び学校増改築工事に伴う調査が3件、宅地造成等

表2 平成20年度埋蔵文化財発掘調査 (本調査 ・試掘調査)一覧 (※遺跡の学び鎖調査分)

No. 遺跡名 次数 所在地 調査事由 調査期間 調査(rr面u積 遺構 ・出土品

岩大手県指遺定史跡 学(史術跡調内査容確認)

縄文時代中期竪穴住居跡10棟、 土坑群78基、
l 
館町跡

81 大新町212 6 / 1 0~ 11/28 330 古代以降の溝跡1条、遺物(縄文土器 ・石器
-土製品など)

学整術調査 (遺史構跡
A区東宮街域:近世以降の溝跡l条、溝状遺

志国指波定城史跡跡
構1条、 B区政庁北側 ・平安時代竪穴建物跡

2 102 下太田方八丁21ほか 備に係る 10/14~ 11/21 1，780 
l棟、土坑2基、遺物(平安時代の須恵器盤

内容確認)
-土師器杯ほか(コンテナ l箱)

3 細谷地遺跡 21 向中野字野原
31-3 土地区画整理 4/22~ 5/19 6，759 時期不詳潜跡l条、土坑7基、遺物なし

ほか

4 小幅遺跡 23 本宮字小幅79-7ほか 土地区画整理 5/26 403 遺構・遺物なし

5 飯岡沢田遺跡 12 
飯岡新田第l地害IJ46-2土地区画整理 6 /3~ 6 / 1 6 1，242 時期不詳溝跡3条、ピット10口、遺物なし
ほか

6 矢盛遺跡 21 飯岡新田第4地割3ほか 土地区画整理 6 / 1 6~ 6 /20 160 時期不詳溝跡2条、ピット11口、遺物なし

7 台太郎遺跡 62 
向中野字中野40-7 土地区画整理 6 /18~ 7/9 862 時期不詳土坑l基、ピッ ト66口、遺物なし
ほか

向中野字中野17-1
奈良時代竪穴住居跡2棟、竪穴状遺構1墓、

8 台太郎遺跡 63 
ほか

土地区画整理 7 /3~ 10/31 1，412 溝跡5条、土坑4基、ピット約30口、遺物
(土師器 ・須恵器 ・陶磁器・古銭など)

9 矢盛遺跡 22 
飯岡新田第2地割24-3

土地区画整理 7 /28~ 8/1 1，720 時期不詳土坑3基、遺物なし
ほか

10 タ覚遺跡 3 飯岡新田第6地割69-1土地区画整理 10/23 181 遺構・遺物なし

11 台太郎遺跡 64 向中野字向中野21-2 土地区画整理 11/19~12/12 621 時期不詳土坑1基、遺物なし

12 細谷地遺跡 22 
向中野字野原20-13

土地区画整理 11 / 14~ 11/20 22，084 時期不詳溝跡l条、遺物なし
ほか

13 細谷地遺跡 23 
向中野字野原27-8

土地区画整理 11/ 5 ~ 12/12 1，784 時期不詳土坑4基、溝l条、遺物なし
ほか

14 タ覚遺跡 4 飯岡新田第5地
害U38-2土地区画整理 11/28， HZl.l/15 264 遺構 ・遺物なし

ほか

15 川目A遺跡 7 川目第5地割地内 市道改良工事 8/22~ 9/8 37 遺構 ・遺物なし

16 繋V遺跡 36 繋字舘市114-1
小学校校舎増改 9/25~ 12/26 2，480 

縄文時代竪穴住居跡13棟、土坑51基、柱穴271口、
築 遺物(縄文土器・石器など)※21年度継続調査

17 回貝遺跡 11 上鹿妻田貝59-2ほか
下水道工事(汚 10/9 17 志波城跡関連溝跡l条、遺物なし
水管敷設)

みたけ2丁目469-1
縄文時代陥し穴状遺構5基、縄文早期~前期

18 みたけ遺跡 l 土地売買 4 /14~6 /5 2，300 の遺物包含層、炭窯状遺構(近現代) 1墓、
ほか

遺物(縄文時代早期~前期の土器・石器)

19 上堂頭遺跡 8 上堂4丁目8-1ほか 宅地造成 10/7 ~10/9 394 縄文時代土坑13基

20 稲荷町遺跡 25 大館町322-1ほか 共同住宅建築 10/10~ 10/14 467 遺構・遺物なし

21 二又遺跡 8 下飯岡第l
地害U40-1 個人住宅建築 4/15 73 遺構 ・遺物なし

ほか
22 繋V遺跡 35 繋字舘市75-1 住宅擁壁工事 5 /13~ 5/28 16 縄文時代遺物包含層(早期・前期)

23 大新町遺跡 80 大新町17-15 個人住宅建築 6 / 2~6 /4 32 縄文時代陥し穴状遺構l基、遺物(縄文土器)

24 稲荷町遺跡 24 稲荷町13-19 個人住宅建築 6/10 21 遺構・遺物なし

25 山王山遺跡 12 山王町64-1 個人住宅建築 7/l 5~9/3 164 
平安時代竪穴住居跡3棟、遺物(土師器 ・須
恵器・鉄鍬)

26 百白木遺跡 29 三本柳第5地割41-9 個人住宅建築 8/29 57 
平安時代竪穴住居跡2棟、近世以降の竪穴l墓、
遺物(須恵器大変、あかやき土器、土師器)

平安時代の土坑l墓、中世以降の溝跡2条、

27 志波城跡 101 下太田宮田14-2 個人住宅建築 9/8~9/19 126 土坑1基、柱穴5口、遺物(土師器饗破片 ・
あかやき土器杯破片)

28 大館町遺跡 82 大新町10-13ほか 個人住宅建築 10/15~ 10/31 62 
縄文時代陥し穴状遺構6基、貯蔵穴5基、土器
埋設炉2基、遺物(縄文土器 ・石器)

29 安倍館遺跡 87 安倍館町211-5ほか 個人住宅建築 10/20 40 遺構・遺物なし

30 百白木遺跡 30 一本柳第5地割41-8 個人住宅建築 11/7 18 遺構・遺物なし

31 西鹿渡遺跡 22 三本柳第2地割16-35個人住宅建築 3/18 77 
平安時代竪穴住居跡3棟、土坑 l基、遺物
(平安時代の土器)

32 八卦遺跡 16 中太田八卦9-8 個人住宅建築 3/23 20 遺構 ・遺物なし

33 西黒石野遺跡 13 黒石野2丁目28-2 個人住宅新築 3/25 20 遺構 ・遺物なし

計 46，023 
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民間開発による調査が3件、個人住宅建築等に伴う調査が13件で、調査総面積は46，023rrfとなってい

る。その多くは盛岡南新都市開発整備事業(盛南開発)関連調査で、 6遺跡12地点で実施され、調査

面積は37，492rrfで全体の 8割以上を占める。また地域的には本宮・向中野を含む太田地区と都南を含

む飯岡地区が20カ所と半数以上を占め、他に厨川地区8カ所、築川地区2カ所、繋地区2カ所、上田

地区 lカ所となっており 、玉山区内での試掘・本調査は20年度は実施されていない。

近年の状況として、盛南開発等の公共事業を除き、 一般の建築確認件数の減少に伴い、個人住宅建

築を含む民間開発関連調査も減少傾向にあることが窺われる。

主な成果としては、縄文時代中期の集落跡である繋V遺跡第36次調査及び大館町遺跡第82次調査、

奈良・平安時代の集落跡である台太郎遺跡第63次調査、西鹿j度遺跡第22次調査等で遺構・遺物が検出

され、また今まで状況が掴めていなかった厨川地区のみたけ遺跡の遺構・遺物の発見は特筆される。

試掘調査の成果は一覧表での記載に留め、遺構・遺物が検出された発掘調査(学術調査を含む)を

主体に記述した。

第2図 平成20年度調査遺跡位置図 (8= 1 : 200，000) 
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0学術調査
(1)大館町遺跡第81次調査

I 調査地盛岡市大新町212 2 調査事由 県指定史跡の学術調査(詳細調査)

3 調査方法全面調査 4 調査期間平成20年 6 月 10 日 ~11月28日

5 調査面積 330rTI 6 調査員神原雄一郎鈴木賢治

7 確認遺構縄文時代中期竪穴住居跡10棟、土坑群78基、古代以降の溝跡I条

8 出土遺物 縄文時代中期の土器・石器・土製品 (コンテナ10箱)

9 調査概要遺跡は市街地の北西部、雫石川北岸の火山灰砂台地に立地。第81次調査は、史跡指定

範囲の西端部に位置し、調査は竪穴住居跡・土坑・遺物包含層の境界範囲を確認する目的で実施し

た。調査区は平成4年度に実施した第45次調査区の南西側に設定。集落中央から南西方向に傾斜し

ている緩斜面において、表土除去後、調査区内全域で土坑が密集して分布している状態を確認した。

土坑の検出面上に土製品(ミニュチア土器・板状土偶他)や、石棒(直径14cm・長さ62c皿)が直立

した状態で確認された。土坑群の平面形はほとんどが楕円形で、士坑墓と考えられ、時期は縄文時

代中期中葉の大木8b式期 (約4，500年前)頃と推定される。

竪穴住居跡と推定されるプランは10棟確認されている。うち l棟を詳細確認のため精査を行った

が、規模は 6mX3.5mの楕円形で、時期は周辺で確認されている竪穴住居跡群のうちでは最も新

しい縄文時代中期後葉の大木 9 式期(約4，500年~ 4.000年前)に比定され、それ以外は中期中葉の

大木8b式期 (約4，500年前)頃と推定される。また古代以降の溝跡も確認されているが、下辺まで

撹乱が及んでおり、時期は特定できていない。なお第81次調査の詳細な成果については「盛岡市内

遺跡群一平成20・21年度発掘調査報告-J (平成22年度)に刊行予定である。

大館町遺跡第81次調査区位置図

遺構の確認状況

po 
唱

i

調査区全景

石棒の出土状況



(2) 国指定史跡志波城跡第102次調査

l 調査地盛岡市下太田方八丁17ほか 2 調査事由 学術調査(遺構確認調査)

3 調査方法全面調査 4 調査期間平成20年 10月 14 日 ~11 月 21 日

5 調査面積 1，780rrf 6 調査員室野秀文

7 検出遺構 A区東官街域:近世以降の溝跡 l条、溝状遺構 l条、 B区政庁北側 :平安時代竪穴状

遺構 1棟、土坑2基

8 出土遺物 平安時代の須恵器盤・土師器杯ほか(コンテナ I箱)

9 調査概要 遺跡は市街地の南西部、北上川と雫石川で形成された低位沖積段正面に立地。昭和51

年度以降の緊急調査や学術調査により、遺跡の範囲・規模などの基本的構造が明らかになり、その

重要性から昭和59年に国史跡に指定。今次調査は政庁東側の東官街域北部 (A区)及び政庁北側 (B

区)の2地点で実施。 B区からは同期の遺物を伴うが、カマドを持たない竪穴建物跡が確認されている。

志波城跡第102次調査区位置図 調査区全景

0公共事業関連(市公共工事関連)

( 1 )繋V遺跡第36次調査

l 調査地盛岡市繋字舘市114-1 2 調査事由学校増改築工事

3 調査方法本調査 4 調査期間平成 20 年 9 月 25 日 ~12月 26 日

5 調査面積 2，480rrf 6 調査員神原雄一郎鈴木賢治

7 検出中の遺構縄文時代竪穴住居跡13棟、土坑51基、柱穴271口

8 出土遺物 縄文土器・石器

9 調査概要 遺跡は市街地の西部、東流する雫石川(御所湖)の南岸の段丘上に立地。調査区は昭

和26年(1951)の繋小学校(当時)の校庭整地工事の際に発見された重要文化財の 「深鉢形土器

7個体J(枝雀)の出土地点に隣接する。「伏蓋」は竪穴住居の床面下部に深鉢形土器を逆位に埋納
した特殊な遺構で、今次調査(年度末現在)では縄文時代中期中葉~後期の竪穴住居跡13棟を確

認。うち 2棟から伏斐5個体が検出されている。

繋V遺跡第36次調査区位置図 「伏護」の出土状況
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(2) 白員遺跡第~~次調査1 調査地盛岡市上鹿妻田ず-22 調締査事制由 下7断水守て?敷調J品品平刊成叩3 調締査方梓法 干調軒査 6 調査員 諸地昨幸椅AM14FIMlit時新語区位置図Tfzr;出乱。村13年度に西側毛色;隣接する志波城外郭築地ライ川108mzrt出221??器、出向される守瓦三点惇雌
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0公共事業関連(盛岡南新都市開発整備事業)
せいなん Ifそや ち

( 1 )盛南地区遺跡群 一細奇地遺跡第21~23次調査、 小中古遺跡第23次調査、議員英白遺跡
やもり

第12次調査、矢盛遺跡第21 ・ 22次調査、台太郎遺跡第62~64次

調査、タ覚遺跡第3・4次調査一

盛岡南新都市開発整備事業(盛南開発)等の大規模区画整理事業に伴うもので、 6遺跡12件の調査

を実施した。遺跡群は北上川の西岸とその支流である雫石川の南岸に広がる沖積段正上に立地。段E

の基本層序は基底部が水成砂礁層、 上部に水成シルト層~表土となっているが、シルト層は旧河道の

みならず微高地にも堆積しており 、定ま らない雫石川の複雑な河道変遷を示しており、古代集落は微

高地に多く分布する。台太郎遺跡は事業区内最大規模の奈良 ・平安時代の大集落跡で、今までに約600

棟の住居跡を検出している。第63次調査では、 奈良 ・平安時代の竪穴住居跡2棟と中世以降の大溝跡、

さらに大溝跡の埋土中で土坑墓を検出しており、時期差も認められる。第62・64次調査区は遺跡南東

部に位置するが、遺構は時期不詳の土坑と小ビット群を確認している。細谷地遺跡は事業区内の南半

部、北に向中野館遺跡が隣接、北西に飯岡才川遺跡、南西に矢盛遺跡、南東に南仙北遺跡が位置する。

第21~ 24次調査では表土下のシル ト 層にて検出作業を行い、土坑・溝跡等を確認しているが、時期

第5図平成初年度盛南地区発掘調査位置図
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台太郎遺跡 第62次調査区全景 台太郎遺跡 第63次調査区全景

を特定するには至っていない。矢盛遺跡第21次調査では調査区東側に集中して溝跡2条、 小ピット11

口、第22次調査でも土坑3基を検出したが、時期を特定できる遺物等は伴出されていない。飯岡沢田

遺跡は北西に野古A遺跡、東に台太郎遺跡、南に飯岡才川遺跡が囲む形で位置している。第12次調査

では調査区中央部を横断ないしそれに直行する溝跡3条及び小ビッ ト群が検出されているが、 伴出遺

物はなく 、時期を特定するには至っていない。

0民間開発関連

(1)みたけ遺跡第1次調査

l 調査地盛岡市みたけ2丁目469-1ほか 2 調査事由 土地売買に係る事前緊急調査

3 調査方法本調査 4 調査期間平成20年 4 月 1 4 日 ~ 6 月 5 日

5 調査面積 2，300rrt 6 調査員佐々木亮二

7 検出遺構縄文時代陥し穴5基、縄文早期~前期の遺物包含層、炭窯状遺構(近現代) 1基

8 出土遺物 縄文時代早期~前期の土器・石器

9 調査概要 遺跡は市街地の北西部、IGR厨川駅の西側に位置。岩手山 ・駒ヶ岳を噴出起源とす

る火山灰砂台地上に立地。現況は牧草地で、計画される宅地造成の事前協議に伴い、平成18年11月

にトレンチによる試掘調査を実施。縄文時代の土坑と遺物包含層を確認し、本調査に移行した。検

出された土坑は調査区中央から北半部で確認され、縄文時代中期~晩期に属する。遺物包含層は北

東部の平坦面から確認され、縄文時代早期中葉の沈線 ・員殻文系土器群と前期初頭の繊維土器が検

出されている(平成20年12月調査報告書刊行済み)。

みたけ遺跡第1次調査区位置図 調査区全景
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(2)上堂頭遺跡第8次調査

l 調査地盛岡市上堂4丁目 8-1ほか

3 調査方法 トレンチによる試掘調査

5 調査面積 394rrr 

2 調査事由 宅地造成

4 調査期間平成20年 10月 7 日 ~10月 9 日

6 調査員室野秀文

7 確認遺構 縄文時代の土坑13基(プラン確認のみ) 8 出土遺物 なし

9 調査概要 遺跡は市街地の北西部、北上川右岸の火山灰砂台地の緩斜面に立地。現況は果樹園で、

計画される宅地造成の事前協議に伴い、 トレンチによる試掘調査を実施。対象予定地の中央~南半

部にかけて、縄文時代の陥し穴状遺構と考えられる長楕円形と円形の土坑群を確認した(検出作業

のみ)。

上堂頭遺跡第8次調査区位置図

0個人住宅建築等

(1)繋V遺跡第35次調査

1 調査地盛岡市繋字舘市75-1 

3 調査方法本調査

5 調査面積 16 rrr 

調査トレンチ

2 調査事由 住宅敷地擁壁工事

4 調査期間平成20年 5 月 13 日 ~5 月 28 日

6 調査員神原雄一郎鈴木賢治

7 検出遺構縄文時代早期~中期の遺物包含層 8 出土遺物 縄文土器

9 調査概要 遺跡は市街地の西部、東流する雫石川(御所湖)の南岸の段正上に立地。縄文時代中

期中葉の大規模集落跡が位置する舌状台地の南東端部 監京電設駕羽蕗 ヤマ婦 で￥需

の傾斜面にあり、縄文時代早期から中期に至る時期 髄麗適正 . 下 匂
の遺物包含層が確認され、特に下層部から同遺跡でも

出土例の少ない前期の土器群を検出した。

繋V遺跡第35次調査区位置図 調査区全景
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だい しんちょう

(2)大新町遺跡第80次調査

l 調査地盛岡市大新町17-15 2 調査事由 個人住宅建築

3 調査方法本調査 4 調査期間 平成20年6月2日へ-6月4日

5 調査面積 32 rrr 6 調査員神原雄一郎鈴木賢治

7 検出遺構縄文時代陥し穴状遺構l基 8 出土遺物縄文土器

9 調査概要 遺跡、は市街地の北西部、雫石}11北岸の火山灰砂台地上に立地。調査区は草創期~早期

の遺物を出土する同遺跡、の南半部から約80m北側の舌状台地基部に位置し、 北西コーナーから縄文

時代の陥し穴状遺構を検出した。遺物は前期の土器破片で、南半部の時期とは異なり、また遺構の

あり方から、西隣する中期の集落跡大館町遺跡との関連性が考えられる。

大新町遺跡第80次調査区位置図 調査区全景

さんのうやま

(3)山王山遺跡第12次調査

l 調査地盛岡市山王町64-1 2 調査事由個人住宅新築

3 調査方法本調査 4 調査期間 平成20年 7 月 15 日 ~ 9 月 3 日

5 調査面積 164rrr 6 調査員佐々木亮二

7 検出遺構 平安時代竪穴住居跡3棟 8 出土遺物 土師器 ・須恵器・鉄鍛

9 調査概要 遺跡は市街地東部、盛岡バイパスの西側法面に位置しているが、旧地形では北上川左

岸、 小起伏山地から迫り出した丘陵地の沢筋緩斜面に立地。正陵頂上部には縄文時代中期の集落跡

が確認されており、また周辺部の緩斜面からは縄文時代早期の遺物包含層並びに奈良 ・平安時代の

集落跡も複合して確認されている。

今次調査内は耕作による削平が著しく、遺構の全貌を確認することはできなかったが、大量の炭

化材を出土する焼失家屋と考えられる住居跡が検出された。

山王山遺跡第12次調査区位置図 検出された竪穴住居跡
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(4)百目木遺跡第29次調査

l 調査地盛岡市三本柳第5地割引-9 2 調査事由個人住宅新築

3 調査方法試掘調査~遺構保護措置 4 調査期間平成20年8月29日

5 調査面積 57nf 6 調査員室野秀文

7 確認遺構 平安時代竪穴住居跡2棟、近世以降の竪穴状遺構1基

8 出土遺物 須恵器大蓋、あかやき土器、土師器

9 調査概要 遺跡は市街地の南部、北上川右岸の自然堤防上(低位段丘)に立地。昭和53年に大規模

小売庖舗建設に伴い実施された発掘調査で、奈良・平安時代の大集落跡を発見。隣接する住宅地周

辺でも調査は継続実施されており、今次、検出された竪穴住居跡は調査区内北側・南側の 2地点で

約3m方形のプランを確認したが、検出にとどめ精査はせず、盛土保存措置を講じた。

盲目木遺跡第29次調査区位置図

tごみよ安福竜‘
ィ"渇仰前

調査トレンチ

(5) 国指定史跡志波城跡第101次調査

l 調査地盛岡市下太田宮田14-2 

2 調査事由 史跡内の現状変更(個人住宅新築)に係る事前の確認調査

3 調査方法変更申請地内の全面調査 4 調査期間 平成20年 9 月 8 日 ~9 月 19 日

5 調査面積 126nf 6 調査員室野秀文

7 検出遺構 平安時代の土坑l基、中世以降の溝跡2条、土坑l基、柱穴5口

8 出土遺物 土坑から 9世紀の土師器斐破片とあかやき土器破片が出土。

9 調査概要 因指定史跡志波城跡内北東部の富田地区における個人住宅建築の現状変更に係る遺構

確認調査として実施。調査区内からは平安時代初頭の土坑 l基、調査区中央を東西方向に横断する

中世以降の溝跡とそれと交差する南北方向の溝跡2条、土坑 ・柱穴などを検出。

志波城跡第101次調査区位置図 調査区全景

η
J
 
っ“



(6)大館町遺跡第82次調査

l 調査地盛岡市大新町10-13ほか 2 調査事由個人住宅新築

3 調査方法本調査 4 調査期間平成20年 10月 1 5 日 ~ 10月 31 日

5 調査面積 62rrf 6 調査員佐々木亮二

7 検出遺構縄文時代の陥し穴状遺構6基、貯蔵穴5基、土器埋設炉2基

8 出土遺物縄文時代の土器・石器

9 調査概要 遺跡は市街地の北西部、雫石川北岸の火山灰砂台地に立地。調査区は遺跡北西部の緩

斜面に位置し、表土以下堆積土の大半は削平を受けるも、下部の火山灰層面で陥し穴状遺構及び貯

蔵穴と考えられる土坑群等の遺構を確認。検出遺構から推察すると、同遺跡の住居区域縁辺の貯蔵

区域ないし狩猟場的性格を持つ地域と考えられる。
岩必岡高等

大館町遺跡第82次調査区位置図 調査区全景

(7)西鹿渡遺跡第22次調査

l 調査地盛岡市三本柳第2地割16-35

3 調査方法 トレンチによる試掘調査

5 調査面積 77rrf 

7 確認遺構平安時代竪穴住居跡3棟、 土坑l基

8 出土遺物 平安時代の土器

9 調査概要 遺跡は市街地の南部、北上川右岸の自然堤防上(低位段丘)に立地し、古代の大規模

集落跡が確認された百目木遺跡の北部に位置する。建築予定地内に東西方向3本、南北方向3本の

トレンチを設定し、検出作業を行い、 中央部と東寄りから竪穴住居跡、北寄りのトレンチから土坑

の存在を示すプランを確認した(建築箇所の本調査は平成21年度実施)。

西鹿渡遺跡第22次調査区位置図

an宮
内，
h

2 調査事由 個人住宅新築

4 調査期間平成20年3月18日

6 調査員佐々木亮二

調査区全景 (試掘調査状況)



幸R とヒEコ 書 抄 録
ふりがな もりおかしいせきのまなびかん へいせい20ねんど かんぼう
書 名 盛岡市遺跡の学び館平成20年度館報
編者者名 佐膝和男室野秀文菊地幸裕津嶋知弘神原雄一郎佐々木売 鈴木賢治浅沼のぞみ
編集機関 盛岡市遺跡の学び館
所 在 i也 =r020-0866 岩手県盛岡市本宮字荒屋13番地1 TEL 019-635-6600 
発行年月日 2010年3月26日

ふ り がな ふ り がな コ ド 北緯 東経
調査期間 調査(rr面u積 調査原因所収遺跡名 所 在 1也 市町村 遺跡番号 (世界測地系)

(81次)

おおだてちょう
い岩わ手てけ県ん盛もり岡おか市し 2008.6.10~ (81次) (81次)

大館町遺跡 )だ大い新しん町ちょう 390 42' 48" 141
0 07' 03" 2008.11.28 330 史跡内容確認
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(35次) (35次)つなぎと 2008.5.13~ 宅地擁壁工事
繋V遺跡 (35次)つ繋なぎ字あ舘ざた市てい7ち5-1 390 40' 26" 141

0 01' 08" 2008.5.28 16 
(35次)(36次)

03201 (36次) (36次) (36次)

(36次)つ繋なぎ字あ舘ざた市てい1ち14-1 2008.9.25~ 2，480 学校校舎増築

2008.12.26 工事

たがい い岩わ手てけ県ん感も~岡おか市し
390 40ノ 54"1410 06' 15" 下水道工事自貝遺跡(11次) か上み鹿かづ妻ま田たが貝い59-2 ほか

2008.10.9 17 

みたけ遺跡(1次)
い岩わ手てけ県ん盛もり岡おか市し

390 42' 28" 1410 11ノ 13" 2008.4.14~ 
2，300 土地売買

みたけ2丁目469-1ほか 2008.6.5 

かみどうがしら い岩わ手てけ県ん盛もり岡おか市し
390 43' 48" 1410 07' 30" 

2008.10.7~ 
宅地造成上堂頭遺跡(8次)

か上みど堂う 4丁目8-1ほか 2008.10.9 
394 

だいしんちょう い岩わ手てけ県ん盛もり岡おか市し
390 42' 43" 1410 0γ08" 2008.6.2~ 個人住宅建築大新町遺跡(80次) だ大い新しん町ちょ1う7-15 2008.6.4 

32 

さんのうやま い岩わ手てけ県ん盛もり岡おか市し
390 41' 54" 1410 09' 59" 

2008.7.15~ 
個人住宅建築山王山遺跡(12次) さ山ん王のう町ちょ6う4←1 2008.9.3 

164 

どめき い岩わ手てけ県ん盛三り岡おか市し
390 39' 37" 1410 09' 46" 個人住宅建築百白木遺跡(29次) さ三ん本ぼん柳や第なぎ5地割引←9

2008.8.29 57 

にしかと い岩わ手てけ県ん盛もり岡おか市し
390 39' 52" 1410 09' 49" 個人住宅建築西鹿渡遺跡(22次) 三耕i主主主由割16-35

2008.3.18 77 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
縄文時代中期竪穴住居跡10

大館田7遺跡(81次) 集落 縄文時代中期 棟、土坑群78基、古代以降の 縄文土器・石器・土製品
溝跡1条
A区東官街域:近世以降の潜

志波城跡(102次) 城柵 平安時代
跡1条、溝状遺構1条、B区政 平安時代の須恵器盤・土師
庁北側平安時代の竪穴建 器杯ほか(コンテナl箱)
物跡H束、土坑2基

盛南地区遺跡群 集落
奈良・平安時代~ 竪穴住居跡、竪穴状遺構、溝 土師器、須恵器、あかやき土
中・近世 跡、土坑、ピットなど 器、陶磁器、古銭

繋V遺跡(36次) 集落 縄文時代中期
縄文時代竪穴住居跡13棟、

縄文土器・石器
※21年度

土坑51基、柱穴271口など 継続調査
田貝遺跡(11次) 集落 古代 志波城跡関連溝跡1条 出土漬物なし

縄文時代陥し穴状遺構5基、
縄文時代早期~前期の土みたけ遺跡(1次) 狩猟場 縄文時代 縄文早期~前期の遺物包含

層、近現代の炭窯状遺構1基
器・石器

上堂頭遺跡(8次) 狩猟場 縄文時代 縄文時代土坑13基 出土遺物なし

繋V遺跡(35次) 集落 縄文時代早期~前期
縄文時代遺物包含層(早期・

縄文土器・石器前期)

大新町遺跡(80次) 集落 縄文時代 縄文時代陥し穴状遺構l基 縄文土器
山王山遺跡(12次) 集落 平安時代 平安時代竪穴住居跡3棟 土師器.須恵器・鉄鍛

百回木遺跡(29次) 集落 平安時代
平安時代竪穴住居跡2棟、近 須恵器大王室・あかやき土器、

遺構保護指置
世以降の竪穴状遺構1基 土師器

志波城跡(101次) 城柵 平安時代
平安時代の士坑1基、中世以降 土師器饗破片・あかやき土 遺構確認調査
の溝跡2条、土坑1基、柱穴5口 器杯破片

大豊富町遺跡(82次) 集落 縄文時代中期
縄文時代陥し穴状遺構6墓、

縄文土器・石器土坑5墓、土器埋設炉2基

西鹿渡遺跡(22次) 集落 平安時代
平安時代の竪穴住居跡3棟、

平安時代の土器 ※21年度調査土坑1基
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